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１ はじめに

北海道ではここ 年で家畜糞尿ﾊﾞｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄが 基近く稼働し始めた。積雪寒冷な2,3 20

北海道では冬季の稼働技術の確立が課題の一つであるが未解明な部分が多い。そこで、軽

油併給のｺｼﾞｪﾈﾚ ﾀで施設の加温を確保する個別型ﾊﾞｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄと、ﾊﾞｲｵｶﾞｽﾎﾞｲﾗ 、ﾊﾞｲｵｶﾞ- -

ｽ発電機及び重油ﾎﾞｲﾗ も併置した共同利用ﾊﾞｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄにおいて、温度環境及びｴﾈﾙｷﾞ 収- -

支を観測計算したので報告する。

２ 施設概要
) 個別型ﾊﾞｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄ(町村施設 ：北海道江別市町村牧場内に 年３月から稼働し1 2000）

たﾊﾞｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄで、原料貯留槽(容量 )、２槽の中温発酵槽(発酵温度約 ℃)及び消140m 373

化液貯留槽からなる。搾乳牛 頭の糞尿と敷料の混合物を主原料とし、定常時の投入量200

は である。２発酵槽からのﾊﾞｲｵｶﾞｽは生物脱硫後、ﾊﾞｲｵｶﾞｽと軽油を併用するｺｼﾞ16.2 m d3 -1

。ｪﾈﾚ ﾀ( ﾊﾞｲｵｶﾞｽが不足の時は軽油で補給)で燃焼され、発電と熱水製造がなされる- 65kW/h:

発生電力はﾌﾟﾗﾝﾄの稼働に使用され、余剰電力はﾌﾟﾗﾝﾄ外で使用される。熱水温熱は発酵槽
の加温に使用され、余剰熱はﾗｼﾞｴﾀ で放散される。-

) 共同利用ﾊﾞｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄ（別海施設 ： 北海道別海町に設置された当研究所の実証試2 ）

2001 5 3 - - -験用ﾊﾞｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄで 年 月から稼働し始めた。現在は 戸のﾌﾘ ｽﾄ ﾙ農家の糞尿ｽﾗﾘ

と約 戸の固形糞尿の固液分離液と尿を原料としている。発酵槽は容量 で設計滞3 1500m3

留日数は 日であるが、実際の原料投入量は ～ である。熱源としてはﾊﾞｲｵｶﾞｽ30 30 50m d3 -1

ｺｼﾞｪﾈﾚ ﾀ( × 台)、ﾊﾞｲｵｶﾞｽﾎﾞｲﾗ 台及び重油ﾎﾞｲﾗ 台である。生成する熱水や電力- 65kW 3 -1 -1

は発酵槽( ℃確保)や殺菌槽( ℃・ 時間保持)だけでなく、併設する堆肥化施設と温37 70 1

室( 棟合計 )にも使用される。なお、現在、発電機は逆潮流無しで管理人在勤時の3 1000m2

稼働のため、機能を十分に発揮するに至っていない。

３ 調査内容

) 発酵槽温度と気温：発酵槽内に設置した温度計と近傍のｱﾒﾀﾞｽﾃﾞ ﾀを使用。1 -

) ｴﾈﾙｷﾞ 収支：外部からの導入ｴﾈﾙｷﾞ 量(町村施設では購入電力と軽油、別海施設では2 - -

購入電力と重油 、ﾊﾞｲｵｶﾞｽ発生量、ﾒﾀﾝｶﾞｽ濃度、発生電力量、発生熱水ｴﾈﾙｷﾞ 量と使用） -

熱水ｴﾈﾙｷﾞ 量(ｶﾛﾘ ﾒ ﾀ)。但し、一部は機器の定格のｴﾈﾙｷﾞ 変換効率等を使用して試算。- - - -

４ 調査結果と考察

) 温度環境1

町村施設及び別海施設における気温と発酵槽温度の推移を測定年次が異なるが に示図１

した。町村施設では外部ｴﾈﾙｷﾞ専用の加温施設が無いため、冬季にはｺｺｼﾞｪﾈﾚ ﾀの不調が発-

生した事もあり、発酵槽温度が６℃近く低下することがあり、これによりﾊﾞｲｵｶﾞｽ発生量

自体も減少した。一方、重油ﾎﾞｲﾗ を併置した別海施設では施設改修のため加温を停止し-

た期間(７月中下旬)を除き、発酵槽温度は２℃程度の変動で抑えられた。このように、設

(独)北海道開発土木研究所( ) バイオガスプラント 温度環境、Civil Engineering Research Institute of Hokkaido : ,

ｴﾈﾙｷﾞ 収支、家畜糞尿-



設の安定稼働を指向するのであれば、北海道においては外部ｴﾈﾙｷﾞ 専用の加温施設が必要-

と考えられる。

) ｴﾈﾙｷﾞ 収支2 -

町村施設及び別海施設のﾊﾞｲｵｶﾞｽﾌﾟﾗﾝﾄのｴﾈﾙｷﾞ 収支を に示した。町村施設では購入- 図２

電力量の９倍の電力が発生したが、別海施設では購入電力量の しか電力が発生しなか24%

った。これは上記のように発電機の機能を十分に発揮できる状態に至っていないことだけ

でなく、ﾌﾟﾗﾝﾄ以外の堆肥化施設や温室あるいは研究管理棟での電力も必要とされる事に
よるものである。

町村施設では投入ｴﾈﾙｷﾞ に占める購入ｴﾈﾙｷﾞ の割合は約 であり、厳寒期の一時期を- - 20%

除き、消費軽油ｴﾈﾙｷﾞ を上回る余剰ｴﾈﾙｷﾞ (電力)が発生した。一方、別海施設では投入ｴﾈ- -

ﾙｷﾞ に占める購入ｴﾈﾙｷﾞ の比率が と高く、余剰ｴﾈﾙｷﾞ の発生は無い。これはﾌﾟﾗﾝﾄの発- - 68% -

酵槽や殺菌槽の加温だけでなく、堆肥化施設や温室の加温にも熱ｴﾈﾙｷﾞ が必要とされるこ-

とによるものである。

５ おわりに

別海施設は立上げから連続稼働に至っているが、ｴﾈﾙｷﾞ 的には外部購入ｴﾈﾙｷﾞ に依存し- -

ている。これは、ﾒﾀﾝ発酵以外の温室や堆肥化施設の稼働のためｴﾈﾙｷﾞ が必要とされる事-

や、施設機能が十分に発揮されていない事が原因と考えられる。今後、各施設のｴﾈﾙｷﾞ 消-

費等を正確に把握するとともに、施設機能を十分発揮できる稼働のための検討を行う。

図２ バイオガスプラントのエネルギー収支
Fig.2 Energy budget of two biogas-plants
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図１ 発酵槽温度の経時変化

Fig.1 Temperature changes of air and fermentation tanks

発酵槽温度（町村施設)

30

32

34

36

38

40

H12.3.26 H12.5.26 H12.7.26 H12.9.26 H12.11.26 H13.1.26 H13.3.26
日付

-20

-10

0

10

20

30

一次発酵槽 二次発酵槽 ｱﾒﾀ ｽ゙(AM 9:00)

発酵槽温度（別海施設）

30

32

34

36

38

40

H13.5.15 H13.7.14 H13.9.12 H13.11.11 H14.1.10 H14.3.11

日付

-20

-10

0

10

20

30

発酵槽温度 アメダス（AM 9:00)


